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【目的】 

職業上の眼の線量に関するICRPにおける新しい勧告は、5年間で20 mSv/年と大幅に引き下げられた。した

がって眼の防護を適切に行わなければならない。適切な防護のためには正確な線量を測定する必要がある。水

晶体被曝の主な要因は被写体からの散乱線であり、空間線量の測定が重要となる。最近、半導体検出器及び

GM計数管を内蔵したサーベイメータ（以下ハイブリッドサーベイメータとする）が発売された。ハイブリッドと名の

付く通り1台で空間線量や表面汚染の測定をすることができる。ただし、このサーベイメータの基本的な性能に関

するユーザー側の評価報告はされていない。そこで本研究では電離箱式サーベイメータと比較して空間線量の

測定に有用であるかを検討した。 

 

【方法】 

エネルギー依存性は診断用X線装置DHF-115HⅡ（日立メディコ）を用いて透視条件で評価した。漏洩線量

測定と角度依存性はCアーム型X線血管撮影装置Infinix Celevel-l INFX-8000F(東芝メディカルシステムズ)を用

いた。漏洩線量測定は、胸腹部ファントムを被写体として透視を行い、血管撮影操作室の出入り口付近の散乱

線量を測定した。角度依存性は、Cアームの角度を変えながら水平方向と垂直方向の評価を行った。 

 

【結果】 

エネルギー依存性は、管電圧70kVを基準とすると、50 kVから110 kVの間においての両サーベイメータの差

異は±5%未満であった。漏洩線量測定について、ハイブリッドサーベイメータは、電離箱式サーベイメータが検

出不可能な低線量域においても感度を有していた。角度依存性は、水平・垂直方向共に0˚±30˚において95%以

上の感度を有し、0˚±60˚では60%以上の感度を有していた。 

 

【考察】 

エネルギー依存性は、管電圧が低いほどハイブリッドサーベイメータの値が相対的にやや低下した。しかし、

管電圧70 kVのときの測定値の比を基準とすると、50 kVから110 kVにおける差異は±5％未満と比較的良好で

ある。漏洩線量測定に関して、ハイブリッドザーベイメータは電離箱式サーベイメータで検出不可能な低線量域

においても感度を有していることが確認された。ただし、下限値に関してはさらなる検証が必要である。角度依存

性は、検出器の前方については電離箱式サーベイメータと同等の感度を有していた。水平方向、垂直方向とも

に90˚、270˚で周辺と比較して感度が高くなった。後面はディスプレイがあり、感度が低くなったと考えられる。 

【結論】 

電離箱式サーベイメータと比較して、角度依存性に関しては電離箱式サーベイメータの方が良好であった。

ただし、エネルギー依存性は同等であり、低線量域における感度はハイブリッドサーベイメータの方が良好であ

る。以上よりハイブリッドサーベイメータは特に散乱線の発生源が特定できている場合に、X線検査室等の空間

線量の測定に有用であると考えられる。 
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